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①
 

『
花
営
三
代
記
』
康
暦
2
年
7
月
2
0
日
条
。

《
正
高
》

ー
、
は
じ
め
に

本
発
表
で
は
、
大
阪
府
岸
和
田
市
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
た
観
世
流
能
楽
師
・
杉
江
櫻
國

(
1
8
8
0
S

1
9
5
6
)
が
、
昭
和
1
3
年

(
1
9
3
8
)

し
、
そ
の
背
景
を
探
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
4
月
に
謡
本
を
刊
行
し
た
新
作
能
《
正
吉
向
》
の
内
容
を
検
討

《
正
高
》
は
、
日
本
の
南
北
朝
時
代
に
、
南
朝
方
と
し
て
士
丸
城
（
現
・
大
阪
府
泉
佐
野
市
上
丸
）
を
拠

点
に
活
動
し
、
南
朝
二
大
授
6
年
／
北
朝
二
康
暦
2
年

(
1
3
8
o
)
7
月

1
7
H
①
に
室
町
幕
府
の
軍
に
よ

る
攻
撃
で
敗
死
し
た
「
橋
本
正
高
」
と
い
う
武
将
を
主
人
公
と
し
た
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
北
朝
時
代
の

同
時
代
史
料
に
は
「
橋
本
正
高
」
な
る
人
名
は
確
認
で
き
ず
、
か
つ
て
「
橋
本
正
高
」
と
さ
れ
て
い
た
人
物

は
、
現
代
の
日
本
中
世
史
研
究
に
お
い
て
は
「
橋
本
正
督
」
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
不
明
確
な
人
物
で
あ
る
。

謡
本
刊
行
時
に
お
け
る
「
橋
本
正
高
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
確
認
を
通
し
、
新
作
能
《
正
高
》
の
背
景
と
し
て
、

作
者
・
杉
江
櫻
國
の
活
動
が
、
泉
州
地
域
の
活
動
と
深
く
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
現
・
大
阪
府
泉
佐
野
市
大
木
）

一
般
に
知
ら
れ
た
作
品
で
は
な
い
た
め
、
概
要
を
左
に
示
す
。

諸
国
一
見
の
旅
人
が
、
大
和
•
紀
伊
行
脚
の
後
、
河
内
や
和
泉
の
古
跡
を
め
ぐ
る
た
め
、
大
木
の
里

い
な
が
ら
、
犬
鳴
山
の
野
守
の
老
人
が
現
れ
る
。
老
人
が
、
犬
鳴
山
の
名
の
山
来
で
あ
る
、
主
の
猟
師

を
救
っ
た
犬
の
伝
説
を
語
り
、
旅
人
は
犬
ま
で
忠
義
に
尽
く
す
こ
と
に
感
動
す
る
。
彼
ら
は
七
宝
瀧
寺

に
到
着
す
る
と
、
旅
人
は
境
内
の
様
子
、
瀧
の
数
々
を
褒
め
、
そ
し
て
七
宝
瀧
寺
の
中
興
・
志
一
上
人

を
招
い
た
人
物
と
し
て
橋
本
正
高
の
話
と
な
る
。

正
高
の
父
は
楠
木
正
成
の
首
を
千
早
に
届
け
た
橋

本
八
郎
正
員
で
あ
り
、
そ
の
父
の
後
を
継
ぎ
南
朝
方
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
、
同
族
・
楠
木
正
儀
が
北

朝
に
降
っ
て
か
ら
も
南
朝
方
で
戦
っ
た
こ
と
、
京
都
の
足
利
義
詮
を
近
江
へ
追
い
落
と
し
た
こ
と
な

ど
が
語
ら
れ
る
。
続
い
て
、
正
高
が
こ
も
っ
た
士
丸
城
か
ら
の
景
色
が
紹
介
さ
れ
る
。
山
に
目
を
向
け

る
と
、
士
丸
城
が
倣
っ
た
楠
木
正
成
の
名
城
・
千
早
城
や
、
様
々
な
山
寺
の
中
や
南
朝
御
座
所
の
金
剛

寺
が
見
え
、
海
側
に
目
を
や
る
と
兵
庫
・
明
石
・
淡
路
の
手
前
に
、
岸
の
和
田
氏
が
建
造
し
た
岸
和
田

城
も
見
え
、
こ
れ
ら
は
全
て
南
朝
方
ゆ
か
り
の
地
だ
と
述
べ
る
。
そ
の
う
ち
、
老
人
の
あ
ま
り
に
詳
し

い
様
子
に
、
旅
人
が
何
者
か
と
尋
ね
る
と
、
老
人
は
月
の
出
を
待
っ
ょ
う
に
述
べ
て
姿
を
消
し
た
。

旅
人
が
土
丸
城
で
再
来
を
待
っ
て
い
る
と
、
「
散
れ
ば
こ
そ
い
と
ゞ
桜
も
め
で
た
け
れ
」
と
和
歌
を

へ
到
着
す
る
。
そ
こ
に
、
犬
鳴
山
・
七
宝
瀧
寺
の
あ
り
が
た
さ
を
謡

な
お
、
《
正
高
》
は
新
作
能
で
あ
り
、

昭
和
1
3
年
の
新
作
能

演
劇
学
博
士
前
期
課
程
1
年

朝
原
広
基

の
背
景
ー
時
局
性
と
地
域
性
ー
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口
ず
さ
み
つ
つ
、
橋
本
正
高
の
霊
が
生
前
の
姿
で
現
れ
る
。
高
名
の
里
（
大
阪
府
貝
塚
市
半
田
）
で
討

た
れ
た
が
、
今
も
な
お
英
霊
と
し
て
君
辺
に
仕
へ
奉
っ
て
い
る
こ
と
を
語
る
。
そ
し
て
、
迎
え
た
天
皇

の
慰
み
に
、
大
伴
家
持
の
長
歌
の
一
節
を
踏
ま
え
た
「
大
君
の
。
御
前
に
死
な
め
。
大
丈
夫
は
。
水
漬

＜
屍
゜
苔
む
す
屍
」
と
謡
い
舞
う
と
、
天
皇
も
御
顔
を
和
ら
が
せ
に
な
っ
た
の
で
皆
感
涙
し
た
。
そ
こ

に
火
走
神
社
に
仕
え
る
宮
人
が
現
れ
、
正
高
に
敵
軍
が
迫
る
こ
と
を
伝
え
る
。
正
高
は
家
臣
の
勝
重
兄

弟
に
天
皇
の
警
護
を
命
じ
、
金
剛
寺
へ
の
還
御
を
見
送
る
。
そ
し
て
上
丸
城
に
上
り
、
応
戦
の
準
備
に

か
か
る
。
味
方
五
百
に
対
し
、
敵
軍
三
万
も
の
大
軍
だ
が
、
準
備
が
整
わ
な
い
様
子
を
見
て
、
須
山
勢
・

田
辺
成
忠
•
平
尾
満
幸
な
ど
の
家
臣
た
ち
に
命
じ
て
攻
め
寄
せ
る
と
、
敵
軍
は
総
崩
れ
と
な
る
。

そ
こ
で
東
雲
が
現
れ
た
か
と
思
う
と
、
今
ま
で
の
正
高
た
ち
の
活
躍
は
夢
の
中
に
消
え
る
。
そ
し
て

旅
人
た
ち
は
正
高
の
忠
誠
に
感
動
し
、

8
1
.
8
2
頁。

そ
の
心
が
国
威
の
も
と
で
あ
る
と
感
じ
る
の
だ
っ
た
。

「
宮
内

2

、
「
橋
本
正
高
」
の
顕
彰
—
大
正
時
代
以
前

橋
本
正
高
（
正
督
）
を
含
む
橋
本
氏
は
、
和
泉
国
日
根
郡
橋
本
（
現
・
大
阪
府
貝
塚
市
）
を
本
拠
と
す
る
、

楠
木
正
成
な
ど
と
同
様
「
正
」
を
通
字
と
す
る
楠
木
氏
の
一
族
で
あ
る
②
。
楠
木
一
族
は
、
明
治
維
新
以
降
、

南
朝
を
正
統
と
す
る
国
家
的
な
史
観
の
中
で
、
忠
臣
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
反
映
と

し
て
、
新
作
能
に
も
様
々
な
楠
公
物
・
南
朝
物
が
作
ら
れ
た
。
今
回
扱
う
《
正
高
》
も
、
そ
の
一
っ
で
あ
る
。

し
か
し
、
《
正
高
》
の
作
者
・
榎
國
は
、
謡
本
に
収
載
さ
れ
た
制
作
経
緯
に
お
い
て
、
「
正
高
が
楠
木
父
子

に
比
肩
す
る
大
忠
臣
で
あ
る
こ
と
は
国
史
に
明
ら
か
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
も
、
「
一
般
世
人
に
忘
れ
去
ら
ん

と
な
す
は
誠
に
遺
憾
」
と
記
す
。
謡
本
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
初
期
に
お
い
て
も
、
正
高
は
決
し
て
広
く
知
ら

れ
た
人
物
と
は
言
え
ず
、

そ
こ
で

そ
の
こ
と
が
櫻
國
の
創
作
動
機
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
橋
本
正
高
」
の
歴
史
的
な
評
価
を
確
認
す
る
。

管
見
に
入
っ
た
最
も
古
い
も
の
は
、
水
戸
藩
二
代
藩
主
•
徳
川
光
闊
が
編
纂
さ
せ
た
『
大
日
本
史
』
に
お

い
て
、
楠
木
正
成
伝
か
ら
始
ま
る
巻
一
六
九
列
伝
第
九
六
に
収
め
ら
れ
た
橋
本
正
高
伝
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

「
同
族
宮
内
大
輔
正
督
等
叛
降
レ
敵
、
〈
花
螢
―
二
代
記
〉
正
高
不
レ
屈
」
と
あ
り
、
『
花
営
三
代
記
』
か
ら
、
橋

本
正
督
（
宮
内
大
輔
）
が
南
朝
方
か
ら
北
朝
方
へ
投
降
し
た
こ
と
を
把
握
し
つ
つ
も
、
そ
の
正
督
を
正
高
（
新

判
官
・
民
部
大
輔
）
と
は
別
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
③
゜

続
い
て
嘉
水
5
年

(
1
8
5
9
)
に
は
岸
和
田
藩
九
代
藩
主
・
岡
部
長
慎
が
儒
臣
の
相
馬
肇
に
命
じ
て
、

雨
山
麓
の
成
合
に
「
崇
忠
碑
」
を
建
立
し
て
い
る
④
。
碑
文
「
襄
者
水
府
西
山
公
、
立
忠
臣
碑
於
湊
川
上
、

以
表
河
州
大
義
、
民
部
公
比
楠
氏
、
而
雨
山
近
在
、
我
封
内
、
無
片
石
以
記
其
遺
蹟
」
か
ら
、
橋
本
正
高
（
民

②
生
駒
孝
臣
『
楠
木
正
行
・
正
儀
こ
の
楠
は
正
成
が
子
な
り
、
正
行
が
弟
な
り
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

2
0
2
1
年、

7
頁
。

③
な
お
、
『
花
営
三
代
記
』
で
は
橋
本
正
督
の
官
位
は
「
宮
内
少
輔
」
と
あ
り
、
『
大
日
本
史
』
の

大
輔
」
は
誤
記
で
あ
る
。

④
落
合
保
『
岸
和
田
藩
志
』
東
洋
書
院
、

1
9
4
5
年、
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47頁。

部
公
）
を
楠
木
正
成
（
楠
子
）
と
並
べ
、
岡
部
長
慎
が
、
徳
川
光
岡
（
水
府
西
山
公
）
が
楠
木
正
成
ゆ
か
り

の
湊
川
に
「
嗚
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
」
碑
を
建
て
た
こ
と
に
倣
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
「
須
山
」
「
田
邊

成
忠
」
「
平
尾
満
幸
」
と
い
っ
た
碑
文
に
お
け
る
合
戦
の
描
写
の
中
の
人
名
が
、
そ
の
ま
ま
新
作
能
《
正
高
》

に
も
見
え
る
こ
と
が
、
影
響
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

そ
の
後
、
大
正

8
年

(
1
9
1
9
)
1
1
月
1
5
日
に
は
、
大
正
天
皇
が
睦
軍
大
演
習
の
た
め
、
大
阪
へ
行

幸
し
た
際
、
地
域
の
「
先
賢
前
哲
の
遺
功
を
追
賞
あ
ら
せ
ら
れ
て
、
贈
位
の
御
沙
汰
」
⑤
が
あ
り
、
橋
本
正

高
に
は
従
四
位
が
贈
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
日
は
橋
本
正
高
の
み
に
贈
位
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

同
時
に
百
人
の
贈
位
が
行
わ
れ
て
お
り
⑥
、
特
に
橋
本
正
高
が
注
目
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

以
上
か
ら
、
橋
本
正
高
は
江
戸
時
代
の
『
大
日
本
史
』
以
来
、
南
朝
の
忠
臣
と
し
て
意
識
は
さ
れ
つ
つ
も
、

明
治
・
大
正
時
代
に
お
い
て
は
、
特
別
注
目
さ
れ
る
武
将
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

3

、
「
橋
本
正
高
」
の
顕
彰
—
昭
和
1
2年
以
後

し
か
し
、
昭
和
1
2
年

(
1
9
3
7
)
に
突
如
、
橋
本
正
高
の
顕
彰
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
『
大
阪
朝

日
新
聞
』
昭
和
1
2
年
6
月
1
5
日
大
阪
府
版
1
に
「
土
丸
城
址
を
饒
る
孤
忠
殉
國
の
美
挙
偲
ぶ
泉
南
の

聖
雄
、
橋
本
正
高
卿
研
究
精
進
の
三
郷
土
史
家
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
阪
府
泉
南

郡
大
士
村
（
現
・
大
阪
府
泉
佐
野
市
大
木
お
よ
び
土
丸
）
助
役
・
高
原
義
一
、
同
村
土
丸
小
学
校
訓
導
・
西

岡
政
徳
、
同
村
火
走
神
社
社
司
・
柴
本
長
治
と
い
う
―
―
一
人
の
郷
士
史
家
に
よ
っ
て
、
「
孤
忠
を
守
り
悪
載
苦

闘
三
十
年
、
遂
に
刀
折
れ
矢
帯
き
什
れ
た
泉
南
の
聖
雄
橋
本
正
高
卿
の
悲
壮
な
殉
國
美
談
」
が
再
発
信
さ
れ
、

正
高
戦
死
の
日
で
あ
る
7
月

1
7
H
に
「
一
云
一
氏
の
肝
煎
り
で
城
址
下
の
土
丸
小
学
校
主
催
、
村
役
場
、
三
氏

の
後
援
で
海
抜
三
百
昇
の
同
城
址
頂
上
で
盛
大
な
慰
霊
祭
を
催
す
」
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
慰
霊
祭
は
郷
土
史
家
が
主
導
的
立
場
を
果
た
し
つ
つ
も
、
大
上
村
を
挙
げ
て
の
行
事
で
あ
っ
た
。
続

報
に
は
「
同
村
字
士
丸
の
青
年
圏
、
學
童
達
」
が
動
員
さ
れ
、
「
夏
草
繁
る
登
山
道
に
鍬
を
入
れ
て
改
修
作

業
を
は
じ
め
た
」
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
⑦
。
同
年
7
月

17
日
の
慰
霊
祭
は
、
「
卿
の
後
裔
大
阪
住
吉
謳
播
磨

町
住
吉
病
院
長
橋
本
修
吉
氏
夫
妻
を
は
じ
め
大
土
村
士
丸
、
大
木
、
隣
村
熊
取
村
、
日
根
野
村
の
四
小
學
校

兒
童
七
百
名
、
郡
教
育
會
代
表
、
同
小
學
校
長
、
地
元
村
の
南
村
長
以
下
村
議
、
係
長
、
土
丸
青
年
圏
、
婦

人
會
、
慮
女
會
員
ら
合
計
約
千
名
が
参
列
、
同
村
火
走
紳
社
社
司
芝
本
氏
の
司
祭
で
厳
粛
に
祭
典
を
執
行
」

と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

主
導
的
立
場
に
あ
っ
た
郷
土
史
家
の
一
人
が
、
大
土
村
助
役
と
い
う
村
の
指
導
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
直

接
の
原
因
で
あ
ろ
う
が
、
慰
霊
祭
の
例
年
化
・
記
念
碑
お
よ
び
休
憩
所
の
建
設
・
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
築

造
な
ど
が
そ
の
慰
霊
祭
の

H
に
決
定
⑧
‘
ま
た
1
0
月
に
「
継
述
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
⑨
。
さ
ら
に
翌
昭

和

13
年
9
月
1
日
の
『
大
阪
朝

H
新
聞
』
大
阪
府
版
1
で
は
「
橋
本
正
高
卿
顕
彰
会
」
が
大
木
村
役
場
を

⑤
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正

8
年

(
1
9
1
9
)

且
月
1
5
日
朝
刊
1
面。

⑥
田
尻
佐
編
『
増
補
版
贈
位
諸
賢
伝
上
』
近
藤
出
版
社
、

1
9
7
5
年
、
「
特
旨
贈
位
年
表
」

⑦
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
1
2
年

(
1
9
3
7
)
6
月

17
日
大
阪
府
版
1
。

⑧
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
1
2
年
7
月
1
8
日
大
阪
府
版
2
。

⑨
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
1
2
年
1
0
月

17
日
大
阪
府
版
1
。
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事
務
所
と
し
て
組
織
さ
れ
、
橋
本
正
高
の
崇
敬
の
対
象
と
し
て
の
絵
像
が
地
元
の
絵
師
か
ら
贈
ら
れ
、
さ
ら

に
「
同
族
会
」
の
呼
掛
け
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

新
作
能
《
正
高
》
は
、
こ
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
の
中
に
作
ら
れ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。

4
、
新
作
能
《
正
高
》
と
杉
江
櫻
國
の
活
動
姿
勢

新
作
能
《
正
高
》
の
謡
本
に
つ
い
て
、
刊
行
直
後
の
昭
和
1
3
年
4
月
1
7
日
、
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
阪
府

版
1
で
報
道
が
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
「
か
ね
て
餘
技
と
し
て
能
の
翁
面
を
つ
く
り
、
そ
の
土
を
忠
臣
橋
本
正
高
卿
の
提
城
土
丸
城
附

近
か
ら
取
っ
て
ゐ
た
が
深
い
因
縁
を
感
じ
」
た
こ
と
を
動
機
と
し
、
「
昨
秋
か
ら
ひ
そ
か
に
卿
の
奮
戦
ぶ
り

を
謡
曲
に
も
の
せ
ん
も
の
と
親
し
く
史
蹟
を
さ
ぐ
り
史
賞
を
調
査
」
し
て
制
作
し
た
と
あ
る
。
昨
秋
と
は
、

慰
霊
祭
の
後
、
大
木
村
で
橋
本
正
高
顕
彰
熱
が
最
高
潮
に
達
し
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
《
王
高
》
謡
本
に
は

「
謡
曲
正
高
附
録
雨
山
士
丸
史
蹟
案
内
附
近
コ
ー
ス
圏
解
」
と
題
し
た
別
紙
が
付
属
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
大
土
村
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備
と
関
連
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
新
聞
記
事
に
は
櫻
國
が
「
熊
取
村
の
雨
山
登
山
口
に
登
山
杖
―
―
千
本
を
寄
附
し
た
」
と
あ
り
、

正
高
顕
彰
の
主
た
る
舞
台
で
あ
る
大
土
村
で
は
な
く
、
隣
村
の
熊
取
村
に
寄
付
を
し
て
い
る
点
に
注
意
し

た
い
。
同
記
事
で
は
、
《
正
高
》
製
作
に
関
し
て
「
意
見
を
聞
」
い
た
相
手
と
し
て
名
前
が
挙
が
る
の
は
「
天

野
山
金
剛
寺
櫂
大
僧
王
曾
我
部
俊
雄
師
、
一
篠
公
爵
、
岡
部
子
爵
ら
」
で
あ
り
、
顕
彰
活
動
を
主
導
し
た
大

土
村
の
郷
土
史
家
や
、
「
昨
秋
」
に
は
成
立
し
て
い
た
継
述
会
な
ど
の
名
は
記
さ
れ
な
い
。

一
方
で
、
《
正
高
》
に
は
南
朝
の
天
皇
が
土
丸
城
を
訪
れ
て
い
る
場
面
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
郷
土
史
家

の
一
人
・
高
原
義
一
が
所
有
す
る
大
土
村
内
の
「
御
所
谷
」
と
い
う
地
名
の
山
林
か
ら
、
南
朝
の
行
在
所

址
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
⑩
゜

ま
た
舞
の
場
面
に
使
用
さ
れ
る
「
水
漬
＜
屍
」
な
ど
『
万
菜
集
』
大
伴
氏
の
言
立
て
は
、
幕
末
の
志
士

以
来
の
受
容
が
確
認
で
き
る
が
、
国
民
に
広
く
浸
透
す
る
の
は
昭
和
1
2
年
、
信
時
潔
が
歌
謡
『
海
行
か

ば
』
を
作
曲
、
日
中
戦
争
開
戦
以
降
、
ラ
ジ
オ
番
組
で
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
⑪
。

以
上
よ
り
、
新
作
能
《
正
高
》
に
は
、
当
時
の
時
局
と
泉
州
地
域
で
の
活
動
が
強
く
反
映
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
「
水
漬
く
屍
」
に
は
、
天
皇
の
軍
と
し
て
戦
い
殉
ず
る
こ
と
を
美
徳
と
す
る
、

日
中
戦
争
下
で
の
価
値
判
断
に
基
づ
く
時
局
性
が
あ
り
、
大
木
村
に
お
い
て
当
時
大
き
く
展
開
し
て
い
た

橋
本
正
高
の
顕
彰
に
よ
る
地
域
性
の
影
轡
で
あ
る
。
泉
州
地
域
で
活
動
し
た
能
楽
師
・
杉
江
櫻
國
の
手
に

よ
り
、
昭
和
1
3
年
と
い
う
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
作
ら
れ
た
新
作
能
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
ま

た
、
作
者
・
杉
江
櫻
國
の
活
動
の
方
向
性
を
示
す
作
品
で
も
あ
っ
た
。

⑩
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
1
2
年
6
月
3
0
日
大
阪
府
版
1
に
よ
る
。
た
だ
し
現
在
、
史
蹟
と
し
て
は
扱

わ
れ
て
い
な
い
。
高
原
義
一
の
子
で
あ
る
高
原
義
秀
の
聞
書
（
聞
き
取
り
は
北
山
理
）
「
大
木
城
と
吉
祥

村
御
所
の
伝
承
」
（
泉
佐
野
の
歴
史
と
今
を
知
る
会
編
地
域
論
集
5

『
南
北
朝
内
乱
と
和
泉
』
泉
佐
野
の

歴
史
と
今
を
知
る
会
、

2
0
1
5
年
9
月
）
に
、
義
一
が
建
て
た
説
明
文
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑪
小
松
（
小
川
）
靖
彦
「
大
伴
氏
の
言
立
て
『
海
行
か
ば
』
の
成
立
と
戦
争
下
に
お
け
る
受
容
ー
そ
の
表

現
お
よ
び
戦
争
短
歌
を
通
じ
て
〈
戦
争
と
萬
葉
集
〉
ー
」
『
國
語
と
國
文
学
』
9
5
|
7
、
明
治
書
院
、

2

0
1
8
年
7
月。


